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学習指導要領に示された目標及び内容に基づき、「Ａ物質・エネルギー」、「Ｂ生命・地球」の二つの内容

区分から、バランスよく出題した。今年度は、 

・問題を解決するまでの道筋を構想し、根拠のある予想や仮説を発想したり、解決の方法を発想したりする

など、自分の 考えをもつことができるかどうかをみる問題を出題した。 

・事実的な知識を既有の知識と関係付けたり活用したりする中で概念的に理解しているかどうかをみる問

題を出題した。 

・自然の事物・現象に働きかけることで得られた様々な情報について、要因や根拠を見いだすことや、観察、

実験などの 結果について、その傾向を見いだしたり、考察したりすることができるかどうかをみる問題を

出題した。 

 

◇知識、技能を活用し、図や資料を読み解く力がある。 

◆長い問題文と実験結果の関連性に気づく読解力に課題が見られた。 

問われている内容を理解する力、問題に対して正しく答える力に課題が見られた。 

 

<分類・区分別集計結果> 

 

 

 

 

 

 

◆水の温まり方について、解決の方法を発想しながら問題を解決できるか、水に関する知識を概念

的に理解しているかどうかをみる。 

 

問題作成の趣旨 

結果概要 

学習指導要領の領域・内容別の主な特徴と指導改善のポイント 

小学校理科 

◇…比較的できている点 

◆…課題のある点 

「粒子」を柱とする領域 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実験を行うときに、結果だけでなく考察をじっくりする。仮説、実験、検証の流れを徹底

する。身近な生活に置き換える。 

・実験のねらいと方法を言語化する活動を取り入れる。（例）児童に「何と何を比べる実験

か」「何の条件を変え、何の条件を同じにしたか」等。思考を可視化するよう働きかける。 

 

具体的な設問例

（大問４

（１）（２））

指導改善のポイント 

正答率： 

（１）４３．３％ 

（２）５９．１％ 

• 水の温まり方について問題に対するまとめをいうために

調べる必要があることについて書く。 

• 水の蒸発について、温度によって水の状態が 変化するとい

う知識と関連付け、適切に説明しているものを選ぶ。 

 


